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IlB1進１１１に111おくれた米国は，1900年の北清事変の賠倣金

の一部を返し，これを中国人の米国留学の基金としたた

め，このころになって，米国帰りがふえて力を得｝米国

式六・三・三制を採川することとなったのである.しか

も，これもやがて，軍閥間の主導権争いで内戦がつづい

て，資金が不足し，教育は荒廃した．1925年，国家主義

運動が高まり，上海で中国人射殺覗件がおこり,五.三○

41:件と呼ばれ，このため『回収教育権運動．軍事教育へ

の要求がおこった．

1927年，国民政府の北伐が完成し，思想統一への機運

が生れ，翌年三民主義をうたい上げた「戊辰学制」がで

て，詳細な「課程標準」がはじめて示された.察元培が

教育行政に仏蘭西式の大学区ｉｌｉＩｌを採り入れようとし，試

梁に漸江．江蘇両省に施行したが,|ロ勢力の反対の前に，

わずか一年三月で廃めるはめになった．また,1929年｢私

立学校規程」ができて，教育権回収運動が実効を収め，

教会学校の廃めるものが多くでた．

１９３１年｢軍事教育」｢排日教育」が重視されたが時た

またま，満州事変がおこり，1937年戦争は日華事変に拡

大し，その後は，戦時に即して法令が改訂され，また新

たに制定されたが，やがて，1945年終戦となり，復員が

はじまった．その後，共箙軍と国民党嗣との間に，戦闘

がつづきそして逆に，1950年，国民政府の台湾移転と

なった．以上は論文中の要件とおぽしきものを摘記した

ものであるが，最後に，共産党の成立と共産地区の教育

について附紀している．

この論文のmli(I<{はどこにあるか．とりあげている時代

は清朝の崩壊に'よじまり，氏族革命を経て，国民政府の

台湾移転に終る五十年間．その問に，封建軍閥・民族革

命勢力，欧州列強・米露・日の資本主義諸国など，内外

の大きさも，強さも，性質も，ちがういろいろな力が，

その数を減じていったことは顕著な事実である．中国

は，たくさんの中心をもった－．つの円の如き＄のであっ

た．一つの国家というより，一つの'1上界の如きiものに近

かった．

従って，この論文を一読したときの印象は混沌の一語

に尽きた．この論文の筆者は，それを承知しているもの

の如く，論調の「邦j1H道，言孫」という戒めを自ら固く

守って，偏った言辞を極力避け，この論文を一貫する方

針としている．

再度読糸直して，さすが長年手がけているだけに，複

雑極まる歴史の勅きを，いくつかの項目にわけ，各項'１

について手ぎわよく，平UIな文章でＵｎ々と叙述してい

ることがわかった．あまりの手ぎわのよさに，学術論文
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論文審査の要旨

この論文の筆者は，かつて慶応義塾大学支邦問題研究

会を主催され，中国研究の権威であった故及川恒忠教授

の弟子の一人で，その方面ではすでに，三十年近い研究

歴をもっている．現在は慶応義塾体育研究所の教授で，

とくに中国の体育Iこ関する著謀と論文が多数あり，その

一部は副論文として提出しているまた，東洋教育史学

会の会員で，多年その役員として活動している．この度

提出した論文は，多年にわたる研究の成果である．

対象は，二十世紀の前半で，清朝は清末十年を残し，

1911年の辛亥革命を経て，1950年国民政府の台湾移転ま

での波乱にとんだ半世紀である．その|Ｈ１の社会・経済状

勢の変化と，それにともなう教育の変動をつかむのが，

この論文のねらいである．

何故，この時期をとり｝さげ，社会と教育との変動の'１１

関をつかもうとするかそれは筆者が論文中いくたびか

指摘しているように，既刊の研究書は，立場の侃向・資

料の取扱いなどにおいて，不満な点が多いので，その久

を補う意図をもって醤かれたもので，その成果は一応成

功しているもののようである．

1898年光緒24年の「戊戊変法の詔」を承けて，1902年

に制定された「欽定学堂章程」は，旧学派の反対にあっ

て，三年後には「奏定学堂章程」にかわる．ところが，

満漢旧新の勢力が入り乱れて．もたついているうちに

1911年の辛亥革命がおこって，ついに清朝は亡び，民'五｜

となった．翌年でた「壬子学制」は日本を手本としたも

のであったが，その後：1914年の世界大戦，1915年の日

本の二十一ケ条条約，1919年のパリ平和会議を経て、五

・四運動という愛国的民族意識の異常な高揚の時期をむ

かえる．

1922年の「壬戌学制」の出るころは，情勢は一変して，

米国寄りになる．これより先き，他の列強に比べて，中



たることをわすれさせられることもあった．

併し，この論文の真価は，混迷する歴史事象の解明に

あるというよりも，１１謄史の「真実」を行間や文裏に感得

させるところにあるように思われる，「真｣をつかむこと

も大切であるが，そのつかんだ｢真｣を言表せれば歴史に

ならぬ．打ちつづく戦争と混乱のために，「学制｣が公布

され，「制度｣が生れても，空文に終る．中国人は,この

五十年lHil，「IliU度」によって教育されたのではなく’「乱

山のBiA実に学んだというのが｢真｣であるらしい.この

論文は，その｢真｣を見事に言表している.

以上，この業繊は学界に寄与するところあり，筆者は

教育学博士の学位を受けるに価することを認める．


